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事業の概要 
 

事業名 一般国道１５２号 小道木
こ ど う ぎ

バイパス 
事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
長野県 

起終点 
自：長野県

ながのけん

飯田市
い い だ し

南信濃
みなみしなの

小道木
こ ど う ぎ

 

至：長野県
ながのけん

飯田市
い い だ し

南信濃
みなみしなの

押出
お し で 延長 1.7km 

事業概要  

一般国道１５２号は、長野県上田市を起点とし静岡県浜松市に至る延長約２５５ｋｍの幹線道路である。 

小道木バイパスは、小道木地域の隘路及び幅員狭小区間の解消を目的とした飯田市小道木の延長１．７ｋｍの２

車線道路である。 

事業の目的、必要性  

長野県上田市と静岡県浜松市を結ぶ国道152号は、三遠南信自動車道「矢筈トンネル」に接続し、遠山谷と呼

ばれるこの地域の生活道路であると同時に、飯伊地域から静岡県西部へ直結する唯一の幹線道路である。しかし、

V字谷の山腹を走る現道は、幅員が狭小でカーブが連続し、車両のすれ違いすら困難な状況にある。 

全体事業費  ５４億円 計画交通量 ３，４００台／日 

事業概要図  
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関係する地方公共団体等の意見  

平成18年11月 国道152号改良促進期成同盟会より早期改良の要望あり。 

平成18年6月 長野県南部国道連絡会より早期改良の要望あり。 

 
事業採択の前提条件  

 便益が費用を上回っている。 

 円滑な事業執行の環境が整っている。 

事業評価結果 
 

総費用 ４７億円 総便益 ７６億円 基準年  

Ｂ／Ｃ １．６ 
事業費： ４5億円 

維持管理費： 1.7億円 

走行時間短縮便益： ７６億円 

走行経費減少便益： 0.6０億円 

交通事故減少便益： 0.00億円 

平成１９年 

交通量変動 B/C= （交通量   ％） B/C= （交通量   ％） 

事業費変動 B/C= （事業費   ％） B/C= （事業費   ％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C= （事業期間   ％） B/C= （事業期間   ％） 

評価項目 評価 根拠 

 

渋滞対策 － 【1kmあたり（台kmあたり）渋滞損失時間】 
5,000人時間／年㎞ 

 

事故対策 － 【死傷事故率】               
１６１件／億台㎞ （死傷事故率比（県内平均比）69件／億台㎞） 

 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 －   

住民生活 ○  県境域に生活する住民の重要な生活道路であり、その整備が強く望まれている。 

地域経済 ◎
 長野県と静岡県を結ぶ重要な幹線道路として、飯田下伊那地域、天龍村の観光・産業振興

を支援する。 

災 害 ○  先線にある集落の避難路となり、災害時の孤立化を防ぐ。 

環 境 ○  地上構造物は極力避け緑化を図るとともに、周辺環境との調和を図る。 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
 三遠南信自動車道県境トンネル整備と合わせ広域ネットワークを概ね形成し、両県を跨い

だ交流を活発化する。 

事業実施環境 ◎
 県境を結ぶ三遠南信自動車道県境トンネル工事が平成21年度より着手予定のため、実施に

向けた地元の気運が高まっている。 

 

 

採択の理由 
費用便益が１．６と、便益が費用を上回っており事業採択の前提条件が確認できる。 

また、三遠南信自動車道「青崩峠道路県境区間」が着手予定であり、連携して整備することにより 

地域連携の効果が大きいと判断できる。 

以上より、本事業を採択した。 

 
 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


